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学校教育目標 

・よく考え広い視野を造る人 

・力を合わせゆたかな心情を育てる人 

・すすんでたくましい身体を鍛える人 

                                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 暦の上では春の足音が聞こえつつも、山々

はまだ深い雪に包まれております。私は縁あ

って、3 年前から地域のスキー少年団で小学

生の指導にあたっています。日頃、思春期と

いう複雑で多感な時期にある中学生と向き合

う私にとって、小学生との時間は、教育の原

点を再確認させてくれる驚きと発見に満ちた

ものでした。 

 

 指導を始める前、私は心のどこかで「小学

生はまだ幼く、手取り足取り教えなければな

らない」という先入観を持っていたかもしれ

ません。しかし、実際に雪面で彼女たちと対

峙して気付かされたのは、その「眼差しの鋭

さ」でした。 

  

子供たちは、大人の言葉の裏にある本気度

や、自分たちへのリスペクトを瞬時に見抜き

ます。雑念がないからこそ、その視線は極め

てシャープです。「このコーチは信頼できる

か」「自分を本気で導こうとしているか」。剥

き出しの感性で大人を評価する彼女たちの前

では、校長という肩書きは何の意味も持た

ず、一人の人間としての誠実さが問われるこ

とを痛感しました。 

 

三年前から指導を続けてきた、ある一人の

少女の姿が深く心に残っています。当初の彼

女は非常に引っ込み思案で、新しい斜面に挑

むことを怖がり、いつも列の後ろに隠れてい

るようなタイプでした。私は彼女に、精神論

ではなく「安全に滑り降りるための具体的な

技術」を丁寧に伝え、共に勇気を持ってコブ

斜面や急斜面へと踏み出しました。 

回数を重ねるごとに、彼女の瞳から迷いが

消えていくのが分かりました。技術という武

器を手に入れ、「自分なら行ける」という確

信を持った時、子供の成長は劇的に加速しま

す。シーズンの終わり、かつて不安げに後ろ

を歩いていた彼女が、誰よりも早く雪面を蹴

り、先頭を切って颯爽と風を切る姿を見た

時、私は胸が熱くなるのを覚えました。 

 

 この経験を通して、私は「人生の岐路」に

ついて深く考えさせられました。小学校とい

う時期に、「苦手だと思っていたことが、正

しい努力で克服できた」という成功体験を一

つ持てるかどうか。そして「大人は自分の可

能性を信じてくれる存在だ」という信頼の原

型を築けるかどうか。その小さな火種が、中

学校、高校という荒波を乗り越えるための

「根拠ある自信」へと繋がっていくのです。 

 

 中学校の校長として、私は日々、大人へと

脱皮しようとする生徒たちを見守っていま

す。彼らが時に悩み、立ち止まる時、彼らを

支えるのは、こうした小学生時代に刻まれた

「純粋な成功の記憶」ではないでしょうか。 

  

 教育とは、知識という器を満たすことでは

なく、心に火を灯すことです。雪山で子供た

ちが教えてくれた「雑念のない本質を見抜く

力」を大切にしながら、本校においても、一

人ひとりの生徒が「自分はできる」と確信で

きるような、誠実な教育活動を続けてまいり

たいと思います。 



○学校生活の様子を「tetoru（テトル）」で配信し
ます（試行運用のお知らせ） 
 日頃より本校の教育活動へのご理解とご協力をいただき、

感謝申し上げます。 さて、本校ではこれまで週2回程度の 

Newsletter を通じて生徒の様子をお伝えしてまいりまし

たが、よりタイムリーかつ安全に「生徒の日常の姿」をお届

けするため、連絡システム「tetoru（テトル）」の配信機能

を活用した試行運用を開始することといたしました 。 

1. 導入のねらい 

 従来の紙媒体での発信には、紛失時の個人情報流出リス

クや、リアルタイム性に欠けるといった課題がありました。

tetoruを活用することで、以下のメリットが得られると考

えています。 

• 安全性の向上：登録済みの保護者様のみが閲覧でき

るクローズドな環境で配信します 。 

• 視覚的なお伝え：カラー写真等を用いて、生徒の活

動をより鮮明にお伝えできます。 

• 利便性：過去の投稿も、スマートフォン等からいつ

でも閲覧することが可能です 。 

2. 運用のルール（安心・安全のために） 

 試行運用にあたり、以下のルールを遵守してまいります。 

• プライバシーへの配慮：年度初めに提出いただいた

「個人情報の取り扱いに関する同意書」に基づき運

用します。写真は集合写真や活動風景を中心にし、

個人の顔が大きく写る場合は十分に配慮して選定

します。 

• 役割分担：日常の何気ない様子は「tetoru」で、学

校からの通知や学校だより等は従来通り「紙または

PDF」で配布するという役割分担を行います。 

• 無理のない発信：教職員の負担軽減のため、行事の

際や週に数回程度、短文や数枚の写真による「つぶ

やき程度」の発信を基本とします 。 

3. スケジュール 

• 2月中：本紙による告知  

• 3月より：試行運用開始  

 新しい試みとなりますが、ご家庭と学校の連携をより深

める一助となれば幸いです。ご理解とご協力をよろしくお

願いいたします。 

JICAエッセイコンテスト 

ニュースレターでもお伝えし

ましたが、JICA主催のエッセ

イコンテストで、3年生の土屋

さんが「国内機関長賞」を受賞

しました。JICA札幌の中川所

長が来校し、賞状と記念品が手渡されました。表彰式では、

日本の「おすそ分け」の心から世界の食料や水の問題を考

えた視点が称賛されました。中川所長からは、国際協力は

特別なことではなく、身近な「自分にでき

ること」の積み重ねであり、日本と世界が

共に助け合う活動です。と教えていただき

ました。JICAのFacebookにも記事が紹

介されています。ご覧ください。 

各種表彰の紹介 よく頑張りました。おめでとう！ 

○北海道放送HBC中学生作文コンクール 

【入選】岩田沙樹さん 

○公民館祭り展示作品受賞者（美）美術作品（書）書写 

【最優秀賞】（美）大友海璃さん（書）升田那奈さん 

（美）西 永馬さん（書）岩田沙樹さん（美）仁司龍聖さん 

（書）加茂夢羽さん 

【優秀賞】（美）高橋虹幸さん（書）佐藤莉心さん 

（書）土屋陽愛さん（美）秦 明徳さん（書）齋藤 光さん 

（美）佐藤碧騎さん（書）神保袖衣さん 

○留寿都村教育・文化・スポーツ表彰（教育委員会） 

【スポーツ奨励賞】渡辺歩夢さん 

○留寿都村スポーツ表彰（体育協会） 

【スポーツ奨励賞】岡部琉生さん 森 翔琉さん 

         西岡政虎さん 

 先日、留寿都村の村議会議員

の方々が学校視察のため来校

しました。主に、今年度導入さ

れた電子黒板など ICT 機器の

活用状況や学校設備について

見学し、活発で楽しそうな授業

の様子を見ていただくことが

できました。 

日 曜 
 

 

 バス 

1便 2便 

1 日      

2 月  ○ ○ 15:30 17:00 

3 火 
1,2年生4時間授業  

3年生6時間授業 
○ ○ 13:15 15:30 

4 水 公立高校学力検査日 4時間授業 ○ ○ 13:15 15:30 

5 木 公立高校面接検査日 4時間授業 ○ ○ 13:15 15:30 

6 金 
スキー遠足 部活動休養日 

※中止の時 3時間授業SB11:45 
× × 14:30  

7 土      

8 日      

9 月 卒業式合同練習 思春期教室（3年） ○ ○ 14:30 15:30 

10 火  ○ ○ 14:30 15:30 

11 水 
卒業式総練習 同窓会入会式（3年） 

公立高校追検査日 
○ ○ 14:30 15:30 

12 木 
3年生3時間授業（給食無し） 

部活動休養日 
× 

1,2

○ 

11:30 

3年生 
13:30 

13 金 第５０回卒業式 × × 11:45  

14 土      

15 日      

16 月 3時間授業（給食あり）～23日 ○ ○ 12:15 14:30 

17 火 職員会議① 部活動休養日 × ○ 12:15  

18 水 職員会議② 部活動休養日 × ○ 12:15  

19 木  ○ ○ 12:30 14:30 

20 金 春分の日     

21 土      

22 日      

23 月 大掃除 ○ ○ 12:15 14:30 

24 火 修了式・離任式 × × 10:45  

25 水 年度末休業～3/31     

26 木      

27 金      

28 土      

29 日      

30 月      

31 火      

給 

食 

部
活
動 

３月行事予定 

卒業式後より、次年度から小学校と時程をそろえるため

新しい日課を試験導入します。ノーチャイムの運用も予

定しています。登校時間に変更はありません。 


